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ＣＩＳＰＲ（国際無線障害特別委員会）

ＣＩＳＰＲの目的

ＣＩＳＰＲの組織と任務

電波監理機関、放送・通信事業者、産業界、大学・研究機関などからなる各国代表のほか、無線妨
害の抑圧に関心を持ついくつかの国際機関から構成される。現在、各国構成員は40カ国（うち11カ国
はオブザーバー）。

無線障害の原因となる各種機器からの不要電波（妨害波）に関し、その許容値と測定法を国際的に
合意することによって国際貿易を促進することを目的としたＩＥＣ（国際電気標準会議）の特別委員会。

総会
（Plenary）

運営委員会
（SC‐S）

Ａ小委員会（SC‐A） 妨害波測定装置及び妨害波測定法の基本規格を策定

Ｂ小委員会（SC‐B） ＩＳＭ（工業・科学・医療）機器及び電力線の妨害波に
関する規格を策定

Ｄ小委員会（SC‐D） 自動車、モータボート等の妨害波に関する規格を策定

Ｆ小委員会（SC‐F） 家庭用電気機器、照明機器のエミッション・イミュニティに関
する規格を策定

Ｈ小委員会（SC‐H） 無線業務保護のための妨害波に関する規格を策定

Ｉ小委員会（SC‐I） 情報技術装置及びマルチメディア機器のエミッション・
イミュニティに関する規格を策定

※各小委員会には、複数の作業班（WG等）が設置されている。 6



最近のＣＩＳＰＲの検討課題例

- 30 MHz未満の放射妨害波の許容値及び測定法の新規策定
(RF電力伝送，太陽光発電，省エネ家電等からの妨害波の増加が見込まれる帯域）

* SC-Aで測定法の検討を開始
⇒ＮＩＣＴ新大型暗室におけるアンテナ較正および

測定場評価の結果の寄与を契機としてプロジェクト発足・
NICTメンバーが参画

* SC-Hで許容値設定方法の検討開始

- LED照明の許容値・測定法：SC-Fで検討中（~300 MHz, 現在CDステージ）
⇒NICTでは，300 MHz以上（現在規格無し）の

妨害波特性とデジタル放送等への影響を検討中

- SC-Bにおいて変動性妨害波に対するAPD（振幅確率
分布）を用いた許容値導入を検討（CD⇒CDVステージ）

周波数30MHz以下における
放射妨害波測定法の検討

APD測定系
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